
№ 自治会名等 意見・要望等 所管課 回答

1
藤原町東部自

治会

　義務教育学校の開設について、部品や資材

価格の高騰、資材の調達遅れ、中東情勢の先

行き不安などの影響が懸念されるが、開設に

向けた進捗状況を伺いたい。

教育総務課

　市教育委員会では、令和8年4月に策定した「行田市忍・行田・埼玉・太田中学校区義

務教育学校（仮称）基本構想」に基づき、新校の建物の構造や配置、各階の基本的なレ

イアウト及び建物内外のデザインなどをまとめる「基本設計」の作成を令和8年度中に

行います。

　基本設計後の発注につきましては、「実施設計」と「工事」を一体的に発注する「基

本設計先行型デザインビルド方式」により、学校建設に係る事業を進めていく予定でご

ざいます。この手法は、実施設計段階で使用する部材や工事の進め方などを設計・施工

事業者が共に検討することにより、施工事業者が効率的に準備を進めていくことが可能

になります。これに加えて、それぞれの事業者の視点による創意工夫を凝らした提案を

受けることにより、建設費用の節減が期待できるものと考えております。

　今後も、建設市場の動向を注視しながら適切に対応し、令和12年4月に義務教育学校

を設置できるよう取り組んでまいります。
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2
藤原町東部自

治会

　歩道の除草作業は、今後どのような予定と

なっているのか伺いたい。歩道には雑草が繁

茂し、通常の歩行が困難な箇所が多く見受け

られる。

　特に、①県道128号線の北関東TCM前の歩

道、②古代蓮公園から南へ向かう道路の歩道

は、雑草がひどく歩きにくい状況であるた

め、除草をお願いしたい。

道路治水課

　このたびは、歩道の除草作業が遅れ、市民の皆様にご不便をお掛けしましたことを深

くお詫び申し上げます。

　県道128号線の北関東TCM前の歩道につきましては、埼玉県行田県土整備事務所に確

認したところ、7月30日から除草作業に着手し、8月上旬には完了したとの報告を受けて

おります。

　また、古代蓮の里から南へ向かう道路の歩道の除草につきましては、7月7日に業者へ

依頼を行いましたが、この時期は除草の依頼が集中していたため、作業開始が遅れてし

まい、7月29日から除草作業に着手し、8月上旬に完了したとの報告を受けております。

　いずれの場合も、雑草の繁茂により通行に支障をきたし、安全性が低下する問題が生

じた上、景観も損なわれる状況でした。このような課題を踏まえ、市では今後、計画的

な対策を強化してまいります。定期的なパトロールを実施し、状況の変化を迅速に把握

することで、適切な時期に除草作業を行えるよう努めてまいります。
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3
藤原町東部自

治会

　行田市では、人口減少対策として実施してい

る施策のうち、どのような取組が効果を上げ

ているのか伺いたい。

　また、今後、人口減少対策としてどのよう

な施策を予定しているのか伺いたい。

企画政策課

　本市では、令和6年10月に「行田市基本構想」を策定し、人口減少の抑制とまちの活

力創出のための重点政策として「子育て支援や教育の充実」、「開発の促進・雇用の創

出」、「交通インフラの整備」の3つの柱を掲げ、これらに関する施策について、繋が

りをもって一体的に展開する「新しい行田の好循環」に向けた取組を進めております。

　現在市では、本構想に基づき、所得制限のない3歳未満児の保育料無償化をはじめ、

学校再編に向けた取組み、企業誘致による雇用の創出、ＡＩ技術を活用した新たなデマ

ンド交通の導入などのほか、国道１７号熊谷バイパスの高速道路化やインターチェンジ

設置の早期実現を国・県に強く要望するなど、様々な取組を行っており、特に子育て施

策につきましては、利用者からも高い評価をいただいていることから、若者世代の転入

に一定の効果を挙げているものと考えております。

　また、さらなる移住・定住促進のためには、現在本市が行っている施策や本市の住み

やすさを広く発信することが重要であると考えており、今年度は市ホームページのリ

ニューアルやインターネット上の検索連動型広告を実施し、移住希望者に対する積極的

な情報発信を行うこととしております。

　今後も人口減少の抑制が図られるよう、各種施策の推進に努めてまいります。

4
藤原町南部自

治会

　新たに造成された若小玉工業団地（周辺）

の現状について伺いたい。現在は草が茂って

いる状況であるが、工業団地への進出を予定

している企業はあるのか。

　また、企業の進出に伴い通学路として利用

されている道路の交通量が増加することも想

定されることから、児童・生徒の安全対策を

どのように考えているのか伺いたい。

企業誘致課

　若小玉工業団地（富士見工業団地拡張地区）につきましては、令和7年3月に貸倉庫業

を主とする株式会社プロロジスが土地を購入し、入居企業を探しているところでござい

ます。

　敷地内の除草等につきましては、今後も適切な管理を行うよう指導するとともに、児

童生徒の安全対策につきましては、入居企業が決まり次第指導してまいります。
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5
藤原町南部自

治会

【外国人住民の居住実態及び支援等につい

て】

　近年、近隣のアパートや住宅に外国人住民

が多く居住するようになったが、居住実態が

分からず、不安を感じている住民もいる。行

田市では、外国人住民に対してどのような

フォロー、支援をしているのか伺いたい。

　また、外国人住民と地域住民が良好な関係

を築くためのコミュニケーション事例や取組

事例があれば、情報提供していただきたい。

地域活動推進

課

　外国人居住者の増加を受けて、本市では、市内に居住する外国人の方が行政手続きや

日常生活の困りごとを安心して相談できる環境を整えるために、令和6年3月より「外国

人のためのサポート窓口」を設置しております。

　また、外国人住民の方が日本語や日本の文化・習慣を身につけ、地域住民との円滑な

コミュニケーションが図れるよう、市民ボランティアによる日本語教室が運営されてお

り、ご相談があった際にはこちらをご案内しております。

　外国人住民と地域住民が良好な関係を築くための取組事例といたしまして、地区内に

居住する外国人住民をはじめ、子どもから高齢者まで多世代にわたる多様な住民が交流

できる人間関係やつながりを育むイベントの実施が市内自治会において予定されており

ます。

　具体的には、外国人住民が地域住民と協力してアジア料理などを一緒に作ったり、娯

楽イベントを共に楽しんだりすることで、住民同士の親睦の機会をつくることを目的と

しています。これまで接点のなかった住民同士が交流する機会をもつことにより、良好

な人間関係の構築と交流の深まりを通じた地域の活性化が期待されています。

　ご紹介した取組は、今年度からの新たな補助金制度である「行田市地域コミュニティ

多世代間交流事業補助金」を活用していただくもので、地域コミュニティの活性化や多

世代間交流はもとより、多文化交流につながる取組も支援対象となっておりますので、

ご活用いただきますようお願いいたします。
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6
若小玉勝呂自

治会

【安価に利用できるレジャー施設の整備につい

て】

　物価高が続く中、身近で気軽に利用できる

キャンプ場やバーベキュー場など、安価に利用

できるレジャー施設を整備していただきたい。

　近年のアウトドアブームを踏まえると、水場

やトイレなど最低限の設備があれば十分に楽し

める。総合公園や埼玉古墳群、古代蓮の里など

既存施設に隣接して整備すれば、水場やトイレ

を共用でき、整備費用も抑えられるのではない

か。

　民間施設では、採算性の問題から安価な利用

が難しい一方、埼玉県内の他市町村では整備さ

れている事例もあるので、予算やごみ問題など

の課題も踏まえ、検討していただきたい。

＜参考＞

羽生市: 羽生水郷公園 バーベキュー場

加須市: 加須はなさき公園 バーベキュー広場

神川町: ゆ〜ゆ〜らんど自由広場（キャンプ、

バーベキュー）

嵐山町: 学校橋河原（キャンプ、バーベキュー）

都市計画課

　古代蓮の里においては、令和２年９月からバーベキュー広場を設置し、また、令和６

年９月からは、食材やバーベキューセットの貸出しから片付けまでを一体的に利用でき

る制度を構築し、利用者の拡大に努めております。

　また、令和６年１月からは、古代蓮の里に泊まっていただき自然を満喫していただき

たいとの思いから「ＲＶパーク（宿泊可能なスペースの設置）」を実施しているところ

でございます。

　今後も魅力ある公園づくりに努めてまいりますので、ご理解ご協力をお願い申し上げ

ます。
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7
若小玉南部自

治会

　若小玉（北大竹）の工業団地の今後の計画

について伺いたい。
企業誘致課

　若小玉工業団地（富士見工業団地拡張地区）につきましては、市ホームページにおい

て公表したとおり、令和７年３月に民間企業へ土地を引渡し済みでございます。

　具体的には、「株式会社プロロジス」という貸倉庫業を主とする企業が土地を購入

し、株式会社プロロジス様において入居企業を探している段階でございます。

　今後の計画は未定でございますが、ご理解ご協力をお願い申し上げます。

8
若小玉南部自

治会

【公民館の今後について】

　学校が20校から3校へ減少するように、今

後、市内の公民館も利用者が少なくなる可能

性はあるのか。

　利用者が減少した場合、公民館も閉館とな

るのか伺いたい。

中央公民館

　地域公民館では、公民館主催の学級・講座、公民館認定クラブのほか、様々な団体の

皆様にご利用いただいております。

　地域公民館は、地域住民の生涯学習及び地域コミュニティ活動を推進する役割を担っ

ており、学校再編により、今後、地域にとって地域公民館の機能はますます重要になる

ものと認識しております。

　「行田市公共施設マネジメント計画」では、地域公民館は、現状の施設数を維持する

ことを基本としております。
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9
若小玉南部自

治会

【市街地の整備について】

　市街地に空き家や更地が増加した場合、新

たな区画整理や道路整備、街並みの整備を行

う計画はあるのか伺いたい。

建築開発課、

都市計画課

　様々な観点からの御意見ありがとうございます。現在、人口減少や高齢化の進行に伴い、

空き家が増加傾向にあることは、市としても重要課題として認識しており、以下の３つの基

本方針のもと、空き家対策に総合的に取り組んでおります。

（１）空き家を増やさない取組

　重要なのは、新たな空き家をできるだけ発生させないことです。市報やホームページでの

情報発信のほか、専門家を招いたセミナー等を開催し、「自分の家が将来どうなるか」を所

有者自身に早めに考えていただけるよう、意識啓発に取り組んでおります。

（２）空き家を地域で活かす取組

　次に、すでにある空き家を地域の資源として有効に活用することです。不動産関連の団体

と連携した「空き家等バンク制度」を通じて、空き家の所有者と使いたい方をマッチングし

ております。また、子ども食堂など地域の活性化につながる用途で空き家をご活用いただく

場合には、改修工事費の一部を補助する制度を設けております。

（３）危険な空き家を減らす取組

　老朽化が進んだ空き家や、周辺の環境に悪影響を及ぼすおそれのある空き家については、

解体工事費の一部を補助することで除却を促進するとともに、所有者へ適正管理についての

助言・指導を継続的に行っております。

　この３つは、それぞれ独立したものではなく、「増やさない」→「活かす」→「減らす」

というサイクルとして、一体的に機能させることが重要だと考えております。空き家の問題

は、一朝一夕には解決しませんが、このサイクルを粘り強く続けることで、構造的な解決に

つなげてまいりますので、引き続き、市民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいた

します。

 　なお、市街地に空き家や更地が増加した場合、新たな区画整理など都市基盤整備の具体的

な予定はございませんが、参考とさせていただきます。
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10
若小玉南部自

治会

　人口減少に伴い、今後は税収も減少してい

くと思われる。

税収の確保につながる新たな名産品や観光資

源の創出など、市の考えを伺いたい。

商工観光課

　このたびは、貴重なご意見をいただき、ありがとうございます。

　本市では、（一社）行田おもてなし観光局と連携し、忍城、埼玉古墳群、足袋蔵など

の観光資源を活用した体験型観光コンテンツの創出をはじめ、行田花手水を活用した新

たな観光コンテンツの創出に取り組んでおります。

　また、（一社）行田おもてなし観光局では、行田の餃子をはじめ行田オリジナルの観

光商品を開発するなど、本市ならではの魅力ある商品を開発しているところです。加え

て、本市及び（一社）行田おもてなし観光局では、SNS等を積極的に活用し、本市の観

光スポット、イベント、特産品などを市内外に広く発信しているところでございます。

　このような取組により、主要観光施設入込客数について、令和５年度の908,972人か

ら令和７年度は1,102,966人に、また、年間観光消費額についても、令和５年度の21億

1,244万3,000円から令和７年度は32億6,404万円と増加しております。これを今後さら

に増やすことにより、本市の経済の活性化につなげてまいります。
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11 下須戸自治会

【学校再編後の避難所について】

　近年、台風などによる豪雨災害が多発して

おり、地域の避難所となっている太田中学校

は、学校再編により廃止されると聞いてい

る。

　洪水時には、他の避難所は1階部分が浸水し

使用できなくなることも想定されることか

ら、学校再編後の避難所をどのように確保す

る考えなのか伺いたい。高齢者施設である

「ふぁみぃゆ」についても中学校への2階への

避難を想定していると思われる。

危機管理課

　学校再編に伴う指定避難所の減少につきましては、新設される学校や既存の公共施設

を指定避難所として位置づけてまいります。太田中学校を指定避難所として継続するか

否かにつきましては、学校再編の中で現在検討中であり、未定でございます。

　今後、できる限り多くの方の収容体制を整えるとともに、浸水時に備え、２階以上の

スペースに水や食料、生活必需品などの備蓄品を確保できるようにいたします。また、

地震や洪水等の被害想定や令和元年台風１９号の検証結果を踏まえ、各指定避難所にお

ける収容可能人数の再確認と体制整備を行ってまいります。

　なお、高齢者施設「ふぁみぃゆ」につきましては、災害時、一定期間を経て福祉避難

所として運用するよう災害時応援協定を締結しておりますが、ご指摘のとおり、浸水に

より運用が困難な場合は、浸水の影響を受けない他の指定避難所へ移送するとともに、

指定避難所内に福祉スペース（ゾーニング）を設置し、一般避難者と分離した環境の確

保等、さまざまな検討を行ってまいります。

　市といたしましては、学校再編の完了を待つことなく、再編スケジュールと並行して

避難所体制の整備を進める考えでございます。引き続き、地域の皆様のご意見を踏まえ

ながら、各地区において安全・安心な避難体制が確保できるよう、取り組んでまいりま

す。
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12

真名板自治

会、浮城シニ

アクラブ連合

会

【旧太田東小学校跡地の活用について】

　小学校再編に伴い廃校となった旧太田東小

学校の跡地について、土曜日や日曜日は地域

へ開放し、より自由に活用できるようにして

いただきたい。

　今年2月には、老人会と真名板薬師太鼓保存

会の協力により節分の豆まきを開催し、高齢

者や子どもなど約100人が参加して地域の交流

が図られた。

　今年の秋には、行田市指定文化財である薬

師堂の公孫樹（樹齢約700年）のライトアップ

イベントも計画しており、コロナ禍以前の地

域コミュニティの活性化を目指している。

　旧太田東小学校跡地を、自治会と協力した

日曜朝市の開催など、人が集い交流できる場

として活用することを検討していただきたい。

財産管理課

　令和５年３月３１日に閉校となった旧太田東小学校につきましては、令和６年度に学

校跡地活用事業者を公募した結果、現在の利活用事業者である株式会社JELLYFISHによ

り撮影スタジオ及び研修施設として、令和７年４月から活用されております。

　当該施設は賃貸借契約に基づき、同社が賃借料を市に支払い使用しており、施設管理

も含めて同社が運用に供している施設となりますことから、土・日曜日等の定期的かつ

自由に使用する施設開放については難しいものと考えますので、ご理解いただきたいと

存じます。
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13
行田市PTA連

合会

【公共施設の集約について】

　太田地区には、太田公民館、地域交流セン

ター、地域文化センターと、地域活動に利用

できる施設が複数ある。それぞれ設置の経緯

や役割は異なると思うが、同様の機能を持つ

施設が複数あることから、施設の在り方につ

いて見直しを検討する必要があるのではない

かと考える。

　また、義務教育学校の開設に伴い、太田中

学校や太田小学校が空くことになるが、これ

らの施設へ機能を集約できれば、駐車場も確

保できるほか、災害時には避難所としても有

効に活用できるのではないかと考える。

公共施設再

編・まちづく

り準備室

　このたびは、大変貴重なご提案をいただき、ありがとうございます。

　「行田市公共施設マネジメント計画」（令和8年3月改訂）では、義務教育学校設置後

の太田小学校（昭和53年度建築）及び太田中学校（昭和56年度建築）の跡地・跡施設に

ついては、施設の耐用年数を踏まえ、公共施設としての再活用や民間事業者による活用

を図ることとしております。

　地区全体の施設の在り方につきましては、耐用年数や施設の設置目的のほか、道路ア

クセスや利用者数、避難所機能、統合した場合の影響など、様々な視点から総合的に検

討を行っているところでございます。ご提案いただいた内容につきましては、本市とし

ても重要な課題と認識しておりますので、今後の検討に当たり参考とさせていただきま

す。
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